
支部ニュース

九州支部

長らくご無沙汰しております.前回お便りしましたの

がたしか72年 4 月号ですから，実に 5 年あまりの沈黙を

守って(? )\.、たことになります.その後こちらでは，支
部長をはじめとする大幅な運営委員会のメンバー異動，

事務局の交替などがあり，新体制のもとに支部活動を活

発化すべく頑張っています.

ところで本日は支部活動の現況をということですが，

鬼が泣き出しそうな昨年の様子までも含めまして当支部

の活動状況をご報告させていただきたし、と患います.こ

の間の活動は別表のように毎月 1 @Iの研究会を主体とし

まして，その間に講演会，見学会などを織り込んでゆく

という形態をとっており，毎回約20名程度の参加者の聞

で活発な議論や情報交換が行なわれています.また支部

活動活発化のための広報活動としましては，昨年の支部

会員名簿の発行につづき，今年度からは毎月支部ニュー

スを発行し，支部会員に対する活動状況の報告や次回開

催案内などを行なっています.

このようなベースで今後とも活動をつづけてゆき，必

要に応じて研究部会などを発足させたし、と意気込んでは

おりますが，なにぶんにも小人数の所帯(個人会員 50 余

名，賛助会員 4 社)なので， 突のところを申しますと，

なんとか活動を維持してゆくということがもっか最大の

ポイントとなっています.また，別図でも見られますよ

うに，参加者の顔触れが固定しがちな点にも若干問題が

あり，もっと幅広い情報交換ができるようにとあれこれ

手を打っているところでもあります.九州地区の皆様方

のご協力と，また，すでに活発な活動を軌道に乗せてお

られる他支部の方々のご教示をお願L 、L 、たします.
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研究活動参加者の構成

1977 年 12 月号

なお，九州支部の活動その他に対するご教示，お問合

せは下記までお願いし、たします. (九州支部事務局迫)

研究活動記録
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乱数サイは赤・黄・青 田

~ 0 から 9 までの数字が 2 つずつ刻まれた正20面体 5

5 のー乱数サイ j は，赤色，黄色および青色の 3個-

2 セ γ トで売られている­

- いま，この 3 色の乱数サイを同時に振って 3 ケタ­

Z の乱数を何個か発生させようとするときには 100 g 
5 の位， 10の位および 1 の位の色をそれぞれ決めてお E

Z かないといけない.ここで，どの色をどの位に対応 5

5 させるかはその都度決めればよいようなものである 2

2 が，読み取る速さを考えると，いつで、も同じ色の順 E

Z 番に読んだほうがずっと速い

E 私は 5 年前にNHK コンピュータ講座で森口先 2

2 生が「赤・黄・青の11民に読む」と話されたのを聞い E

E て以来そうしているが，もうすっかり身についてし 5

2 まって大層便利である-

なお，乱数サイをつくりたし、方のためには， ~O � 

R事典」の第 501 ページにその展開図がある­

平本巌(日科技研)
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